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し，そして ischemic boundary zone において GDNF 
を持続的に供給する．結果として，マイクログリアの







































































































　神経幹細胞を in vitro で分化させ，免疫染色でニュ

































　MRI 関連の進歩は目覚ましく，移植細胞の tracking 
は超常磁性の酸化鉄である SPIO（superparamagnetic 
iron oxides）やそれよりもさらに径が小さい USPIO












虚血急性期に forepaw stimulation を行い，somato-



























































　この原稿を作成するにあたり，Dr｡ Takahiro Yasuda 
(Queensland Brain Institute) より貴重な助言を賜りました．こ
の場を借りてお礼申し上げます．
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